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２００８年7月　9日

報道関係者各位

弊社液晶ポリマーの緊急価格改定について
ポリプラスチックス株式会社

ポリプラスチックス株式会社 (社長:後藤  昇、本社:東京都港区) は、このたび液晶ポリマー（LCP、商標「ベクトラ®」）の価格について、８月１日出荷分より値上げ幅の改訂を実施致します。
依然として世界的な原燃料の高騰が続くなか、液晶ポリマー主要原料の価格が、最大で2倍に高騰するなど、非常なコスト上昇となりました。そのため緊急に大幅な価格改定を実施することとなりました。

今回の主要原料の値上げは、原油価格の高騰が続く中、主要な基礎化学品原料の値上がりと国際的な需給の引き締まりを背景に、短期間かつ大幅な実施という非常な事態となりました。このため幣社といたしましても、安定供給責任をまっとうするため、必要量の確保を優先して、やむ無くこのような大幅な値上げの受け入れを余儀なくされました。
価格改定幅は下記の通りです。

記

（１）価格改定幅
各種コンパウンド　：国内：150円～350円/kg、
海外：US$1.5～US$3.5/kg

（２）対象製品：

液晶ポリマー (LCP)： 商標「ベクトラ®」・「VECTRA®」

（３）価格改定実施時期：

２００８年８月１日出荷分より

以上

【参考】
＜液晶ポリマー「ベクトラ®」＞

液晶ポリマーは、エンジニアリングプラスチックの中でもスーパーエンプラと呼ばれる高機能樹脂の一つです。

弊社のベクトラ LCPは、1986年に米セラニーズ社(現Ticona社)より輸入販売を開始、さらにコンパウンドの国産化により、アジア地域に於けるパイオニアとしてLCP市場の開拓・拡大に尽力してまいりました。1996年には富士工場にポリマー重合プラントを建設しポリマーの国産化を実現、2001年には富士工場の重合能力増強を実施し、現在の8,200ﾄﾝ/年のポリマー製造能力を有するに至っています。

この間ベクトラLCPは、機械物性に優れる「ベクトラAシリーズ」、耐熱性および流動性に優れる「ベクトラEiシリーズ」、さらに耐熱を高めた「ベクトラTシリーズ」、最高レベルの耐熱性と良成形性を両立した「ベクトラSシリーズ」など、用途や使用条件に応じた製品ラインアップを拡充し、LCPのトップメーカーとして電機・電子部品をはじめとする幅広い市場で多くのユーザーのご支持をいただいてきました。

最近、携帯電話・PC・DVC等の情報通信機器の小型薄型化に伴って、狭ピッチ化、小型薄型化されたコネクタへのニーズが高まってきています。その中で高流動性・高耐熱性を持っている液晶ポリマー「ベクトラ®」は、このようなコネクタ材料としても高い評価を得ています。

【当件に関するお問い合わせ】

■ポリプラスチックス株式会社　総務部　伊庭野

東京都港区港南　2-18-1

Tel: 03-6711-8600   Fax: 03-6711-8606
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